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抄録 

【目的】骨格筋内脂肪は，様々な健康障害に関与することがわかっている．しかし，運動習慣のな

い若年女性を対象とした研究は少ない．そこで本研究では，運動習慣のない若年女性の骨格筋細胞

内脂肪（Intramyocellular lipids：IMCL）および骨格筋細胞外脂肪（Extramyocellular lipids：EMCL）の

分布に関する検討を行った．【方法】健常若年女性16名（年齢：21.0 ± 0.6歳）を対象とした． 測定

項目は，1H-MRS法による下腿部前脛骨筋（TA），ヒラメ筋（SOL），腓腹筋（MG）のIMCLおよび

EMCL，インピーダンス法による体組成測定とした．【結果および考察】IMCLでは，TAとMGに比べ

SOLに多く蓄積が認められた（p<0.01）．またEMCLは，TAに比べSOLとMGに多く蓄積が認められ

た（SOL vs. TA：p<0.05，MG vs. TA：p<0.01）．既報で示された分布とほぼ一致した結果が得られた

ことから，運動習慣のない若年女性において，骨格筋内脂肪の蓄積が認められたことが示唆された． 
 

１． 序論 
近年，若年女性の極端な痩せ思考の増加から，

見た目は痩せているものの体脂肪が多い，いわゆ

る「隠れ肥満者」の増加がみられる．平成 25 年度

国民健康栄養調査結果より，20 代女性において平

日，休日ともに身体不活動が最も高く，運動習慣

の低下や歩数の減少がみられることから，若年女

性における日常の身体活動量の低下が考えられる．

異所性脂肪は，肝臓や骨格筋など非脂肪組織に過

剰に蓄積している脂肪のことである[1]．中でも骨

格筋内脂肪は，低身体活動量や高脂肪食が関連し

て起こり，メタボリックシンドロームや２型糖尿

病の発症にかかわることがわかっている．骨格筋

内脂肪には，筋細胞内脂肪（IMCL），筋細胞外脂

肪（EMCL）が存在する[2]．IMCL，EMCL どちら

もメタボリックシンドロームなど様々な健康障害

に関与することがわかっている．しかし，2 型糖

尿病患者やアスリート，健常な男性を対象とした

研究が多く，運動習慣のない健常な若年女性を対

象とした研究は少ない．そこで本研究では，運動

習慣のない若年女性の骨格筋内脂肪の分布に関す

る検討を行うことを目的とした． 
 

２． 方法 
2.1. 対象者 

運動習慣のない健常な若年女性 16 名（21-22 歳）

を対象とした． 
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2.2. 体組成測定 
体成分分析装置（InBody730，InBody 社）を用

いて，体重，骨格筋量，体脂肪量を測定した．各

指標は，下式より算出した． 
BMI=体重(kg)÷身長(m)2 

骨格筋指数=四肢骨格筋量(kg)÷身長(m)2 

（四肢骨格筋量(kg)=右腕筋肉量(kg)＋左腕筋肉

量(kg)＋右脚筋肉量(kg)＋左脚筋肉量(kg)） 
 

 

2.3. 骨格筋内脂肪測定 

測定には，磁場強度 3TのMR装置（MAGNETOM 

Verio，シーメンス社，ドイツ）を用いて，右脚下

腿部にボリュームコイルを装置し，仰臥位・安静

状態にて測定した．被験筋は，右脚下腿部の前脛

骨筋（TA），ヒラメ筋（SOL），腓腹筋（MG）と

した.測定領域は，8～12mm×8～12mm×20mmとし，

各被験筋で最大となるように設定した．1H-MRS

の測定パラメータは，繰り返し時間 4,000 ミリ秒，

エコー時間 30 ミリ秒，積算回数 64 回とし，水抑

制ありと水抑制なしの 2 条件でのデータ収集を行

った．また，IMCL，EMCL および Cr の解析には

ソフトウェア LCModel（Ver.6.2-4A）を用いた． 
 

2.4. 統計分析 
すべての測定結果は，平均±標準誤差で示した．

筋群間（TA，SOL，MG）の IMCL および EMCL

の比較には，一元配置分散を用い，多重比較は，

すべての組み合わせで比較を行う，Tukey-kramer

の検定を行った．統計分析には，JMP9 を用いた． 
 

３． 結果 
3.1. 対象者の身体特性 

対象者の身体特性は，Table 1 に示した． 
 

3.2. 骨格筋内脂肪の分布 

IMCL では，TA と MG に比べ SOL に多く蓄積

がみられた（p<0.01）．また EMCL は，TA に比べ

SOL と MG に多く蓄積がみられた（SOL vs. TA：

p<0.05，MG vs. TA：p<0.01）． 
 

 

 
 

 

 

Table 1 対象者の身体特性 

 
平均±標準偏差 

 

４． 考察 
本研究では，運動習慣のない若年女性に骨格筋

内脂肪蓄積が認められるかについて検討した． 

IMCL は，TA と MG に比べ SOL に多く蓄積が認

められ，TA と MG との間には有意な差はみとめら

れなかった．EMCL は，TA に比べ SOL と MG に

多く蓄積が認められ，SOL と MG との間に有意な

差は認められなかった．先行研究では，IMCL 

は，SOL が TA に比べて高い値を示した報告[3]，

SOL が TA や MG に比べて高い値を示した報告[4]

がされている．一方，EMCL は， TA が SOL より

有意に低い値を示した報告[3]，TA が MG と SOL

より有意に低い値を示した報告[4, 5]がされている．

本研究の結果は，先行研究とほぼ一致した結果と

なり，IMCL，EMCL どちらも，TA＜MG＜SOL の

順で蓄積が認められた． 
以上のことから，本研究では，運動習慣のない

若年女性において，既報で示された分布とほぼ一

致した IMCL および EMCL の蓄積が認められた．

本研究でも IMCL および EMCL は，TA に少なく，

SOL に多く蓄積が認められたが，TA や SOL を被

験筋とする研究が過去に多く，蓄積の少ない TA
でも様々な検討がされている．よって，運動習慣

のない若年女性の骨格筋内脂肪の意義について，

今後詳細な検討を行うことが必要と考えられた． 
 
付記 
本研究は大妻女子大学人間生活文化研究所「大

学院生研究助成(B)」（DB2611）の助成を受けたも

のである． 
 
 

 

 

年齢（歳） 21.0 ± 0.6 

身長（cm） 158.3 ± 2.9 

体重（kg） 49.7 ± 4.5 

BMI（kg/m2） 19.8 ± 1.5 

体脂肪率（%） 25.8 ± 4.9 

骨格筋指数（kg/m2）  5.90 ± 0.35 
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Abstract 

It is reported that the intramuscular lipids in various health obstacles. However, there are few studies for 

sedentary young female. The purpose of this study was to clarity the distribution of intramyocellular lipid 
(IMCL) and extramyocellular lipids (EMCL) in lower leg muscle of sedentary young female. Sixteen female 

college students (age: 21.0 ± 0.6 years) participated in this study. IMCL and EMCL contents of tibialis anterior 

(TA), soleus (SOL) and medial gastrocnemius (MG) are evaluated by using proton magnetic resonance 
spectroscopy (1H-MRS) in this study. Body composition was evaluated by the segmental multifrequency 

bioelectrical impedance method. IMCL content of SOL was higher than that of TA and MG (p<0.01). EMCL 

content of SOL and MG was higher than that of TA (SOL vs. TA：p<0.01，MG vs. TA：p<0.01). These results 
revealed the accumulation of intramuscular lipids in sedentary young female. 
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